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東海地方数学教育会 第６８回研究（愛知）大会発表資料     【数量関係（資料の活用）】 

深い学びを具現する数学教育の創造 
～「データの活用」の学習を通して～ 

 

岐阜県羽島郡中数部会 岐南町立岐南中学校 小椋 基生 

１ 主題設定の理由 

 中学校学習指導要領解説数学編（平成２９年）

には，「データの活用」の指導の意義について下

記のように示されている。 

急速に発展しつつある情報化社会においては，

確定的な答えを導くことが困難な事柄について

も，目的に応じてデータを収集して処理し，その

傾向を読み取って判断することが求められる。こ

の領域では，そのために必要な基本的な方法を理

解し，これを用いてデータの傾向を捉え説明する

ことを通して，統計的な見方・考え方及び確率的

な見方・考え方を働かせながら問題解決する力を

養うことが主なねらいである。中学校数学科の

「データの活用」の指導の意義については，次の

二つの面が考えられる。 

 

・日常生活においては，不確定な事象についてデ

ータに基づいて判断する場面が多いので，目的

に応じてデータを収集して処理し，その傾向を

読み取って判断することが有用であること。 

・よりよい解決や結論を見いだすに当たって，デ

ータに基づいた判断や主張を批判的に考察す

ることが有用であること。 

 また，平成３１年度及び令和２年度の「全国学

力・学習状況調査」の中学校数学において，次の

ような問題が出題されている。 

【平成３１年度】 図書だより 

 

【令和２年度】 病院の待ち時間 
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解説資料には，出題意図が次のように示されて

いる。 

データに基づいて不確定な事象を考察する場

面において， 

・表やグラフなどを活用して，数学的に処理する

こと 

・データの傾向を読み取り，批判的に考察し判断

したことの根拠を，数学的な表現を用いて説明

すること 

・数学的な結果に基づいて判断すること 

 平成３１年度の全国学力・学習状況調査を分析

したところ，下記のような結果となった。 

正答率 羽島郡平均 岐阜県 全国 

８（１） 45.8％ 52.3％ 57.9％ 

８（２） 43.8％ 43.0％ 40.8％ 

８（３） 51.5％ 56.6％ 53.6％ 

 資料を整理した表から最頻値を読み取る問題

であるが，最頻値が「最大の度数をもつ階級の階

級値」であることを理解できておらず，最大の度

数を答えている生徒が多かった。また，問題解決

をするためにどのような代表値を用いるべきか

を判断することがおよそ半数の生徒しかできて

いないことが分かった。そこで，指導の重点とし

て，いろいろな資料の傾向を読み取る際に，ただ

それぞれの代表値を求めるだけではなく，「どう

してその代表値を用いて考えたのか」と根拠を問

うたり，資料の傾向を読み取る時に生徒がそれぞ

れの代表値の利点や特色を言えるようにしたり

する授業をしていく必要があると考えた。 

以上の学習指導要領解説と全国学力・学習状況

調査の出題意図を踏まえて，羽島郡中数部会では，

データの活用領域の学習において，次のようなこ

とを大切に指導していきたいと考え，研究主題を

設定した。 

□目的に応じてデータを収集して処理し，その傾

向を読み取って判断する力を付けたい 

□データの分布や母集団などに着目して，その傾

向を読み取り批判的に考察する力を付けたい 

□ICT を積極的に活用して主体的に学習に取り組

む態度を養いたい 

２ 研究仮説 

◇データの活用に関する基礎的な概念や知識及

び技能を確実に習得し， 

◇日常生活や身の回りの身近な事象を題材とし

データの収集や分析を行い， 

◇数学的な見方・考え方を働かせて，仲間同士で

批判的に考察しながら説明し合う学習活動を

行うことで， 

 数学を活用して問題解決をする過程の中で，生

徒の資質・能力を育成し，深い学びを具現するこ

とにつながる。 

 

３ 研究内容 

（１）生徒が主体的に学習に取り組むための日常

生活の事象を題材とする単元構想の工夫 

（２）基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定

着を図る指導の在り方 

（３）数学的な見方・考え方を働かせ，数学のよ

さを実感することができる指導の在り方 

 

４ 研究実践 

 羽島郡の笠松中学校及び岐南中学校で，全学年

のデータの活用領域の授業実践を行った。 

学年 単元 実践者 実践の時期 

第１ 

学年 

データ

の活用 

武山敦詞 

（笠松中） 

令和２年 ９月 

笠松中全校研究会

での実践 

第２ 

学年 

箱ひげ

図 

小椋基生 

（岐南中） 

令和元年 １１月  

羽島郡の郡教研で

の実践 

第３ 

学年 

標本 

調査 

古橋良一 

（笠松中） 

令和２年 ２月 

校内での実践 

 

（１）生徒が主体的に学習に取り組むための日常

生活の事象を題材とする単元構想の工夫 

 全国学力・学習状況調査の出題傾向を参考にし

ながら，各学年で日常生活の事象や生徒自身のデ

ータを活用し，それらを題材にしたオリジナルの

資料を作成し，考察できるようにした。 
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【第１学年の実践例】 

第１学年の「資料の整理と活用」では，教科書

の素材ではなく，「１０㎝チャレンジ」という素

材を用意して，単元を通して一貫して学習を進め

ることができるようにした。 

生徒にプリントを配付し，定規を使わずに自分

の感覚で１０㎝の長さになるように線を引かせ，

定規で実際の長さを測り，学級の生徒全員の記録

をデータとして用いることにした。 

 

生徒自身のデータであるため，自分の記録がど

の階級にあるのか，自分の記録は平均値よりも長

いのか短いのか気になる生徒が多くいた。 

本単元では，「目的に応じてデータを収集して

分析し，そのデータの分布の傾向を読み取り，批

判的に考察し，判断すること」というねらいを設

定し，生徒から収集した「１０㎝チャレンジ」の

結果のデータをもとに，第８時までは教科書で指

導する内容に合わせて，資料の読み取り方や活用

方法について学べるようにした。 

本実践は，第１学年の全学級（６学級）の生徒

からデータを収集したので，それぞれの学級のデ

ータをもとに，度数分布表やヒストグラムや度数

分布多角形も提示した。 

 

 

 

そして，第９時にこれまで学習した知識及び技

能を活用し，「１０㎝チャレンジ」の結果から，

これまでに学習してきた度数分布表やヒストグ

ラムなどに整理した資料から，「どのクラスの結

果が一番１０㎝に近いと言えるのか」ということ

について考察したり判断したりする授業を本単

元の集大成となるよう位置付けた。（資料１参照）    

判断の材料として，平均値，中央値，最頻値な

どの「代表値」や，度数分布表やヒストグラムな

どの表や図に着目し，根拠をもとに説明できるよ

うにした。 

 

このように，生徒自身のデータを用いた素材を

提示し，単元を通して一貫してその素材をもとに

学習を進めていけるような単元構想の工夫をす

ることで，生徒は数学の学習に主体的に取り組み，

自分自身のデータや他者のデータについて多面

的に考察しようとする姿が見られた。 
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【第２学年の実践例】 

 本実践では，学級レクリエーションで行った

「第１回スリッパ飛ばし大会」の記録を資料とし

て活用し，それらを分析・考察する中で「第２回

スリッパ飛ばし大会」の優勝者を予想させる活動

を仕組むこととした。実際に生徒自身が行った活

動を活用することで，実生活の中でデータと活用

の学びを生かすことができるという実感をもた

せたいと考えた。 

 スリッパ飛ばしのルールは，１０回の測定を行

い，踏み切り線からスリッパが止まった位置まで

の距離を測定する。ただし，踏み切り線よりもマ

イナス位置で止まってしまう場合や，踏み切り線

を越えてスリッパが足から離れた場合はファウ

ルとし，記録を無いものとした。このような収集

をすることで，記録の数が異なる資料を生み出す

ことができると考えた。 

 全生徒の結果をもとに，外れ値が含まれている，

含まれていない，資料の数が偶数，奇数など，特

徴が異なる資料を選択する事，また，ヒストグラ

ムを作成したときに，その特徴に違いが表れにく

い資料が含まれるようにするなど，資料の選択に

配慮をした。なお，データを扱う際には，誰の記

録かを公表してしまうと個人の性格や性別など

を含めて考えてしまうことが予想されたため，個

人名は伏せて，あくまでも資料の特徴から，第２

回大会の優勝者を予想させることで，ねらいを達

成することを考えた。 

 第１時にて「複数の資料を比較する際に有効な

手段は何か」を問うと「度数分布多角形を重ねて

表示すればよい」と声が上がった。 

 

そこで，本単元で扱う資料を相対度数のグラフ

を重ねて提示した。生徒からは「重なりすぎてよ

くわからない」，「もっと比較しやすい方法はない

のか」という声が上がり，日常生活の事象を活用

することと合わせて，単元への意識付けを行うこ

とができた。 

 

 

【第３学年の実践例】 

 第３学年では，中学校数学の出口の単元として，

「標本調査」の学習をする。この単元では，標本

と母集団の関係に着目し，母集団の傾向を推定し

判断したり，調査の方法や結果を批判的に考察し

たりする力を養うことをねらいとし，第１・２学

年で学んだ知識及び技能を活用することが多い。

そこで，自分たちに関わるデータを収集し，単元

終末にそのデータをもとに自分たちの実態を考

察する時間を位置付けた。（資料２参照） 

 

アンケート項目 

①登校時間（出発時間及び到着時間） 

②身長 

 上記の項目を選択した理由としては，生徒の実
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態を調査する上で，誰もが示せる（表せる）分か

りやすい数値であることと，異なる数量（時間と

身長）を扱うことで，階級の幅も各自で考えて設

定できるようにしたいと考えたからである。 

 令和元年度の実践では，レポート用紙に各自が

調べたことや考察を書くような形式にした。令和

２年度の実践では，一人一台タブレットが支給さ

れたので，タブレットを使って，ワードやパワー

ポイントを使ってレポートを作成するようにし

た。 

 

 

 資料は，全学級から収集し，自学級のデータと

他学級のデータを生徒に提示し，比較しながら考

察できるようにした。 

 このように，生徒自身に関わるデータを扱うこ

とで，これまでの学習内容と関わらせながら，主

体的に学習に取り組もうとする生徒が増え，さら

に ICTを活用することにより，他者と比較しなが

ら考察する生徒の姿が見られた。 

（２）基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定

着を図る指導の在り方 

 

【第１学年の実践例】 

基礎的・基本的な知識及び技能を確実に定着す

るためには，生徒が普段から「数学科ならではの

言葉」を使って説明することができるように，教

師自身も数学用語の意味や使い方を丁寧に指導

し，生徒自身が十分に理解できるようにしていく

ことが大切であると考えた。さらに，教師は授業

で使う言葉や発問を精査して，生徒に正しく伝え

る必要があると考え，数学用語の表(資料３参照)

を作成し，生徒が単元を通して活用していく数学

用語の意味と長所，短所を書き溜めていき，いつ

でも数学用語を確認できるようにした。 

「数学科ならではの言葉」を教師はもちろん，

生徒も正しく使えるように指導を続けていくこ

とによって，より数学の本質に迫った学びを実現

することができた。以上のような指導を継続して

繰り返し行うことによって，生徒は資料を指し示

しながら，数学用語を用いて自分の考えを説明す

ることができるようになってきた。 

 

このように，既習内容の掲示や学習過程や見

方・考え方を促すプレートを作成し，位置付ける

ことで，数学科ならでは言葉を使って思考する生

徒の姿が増えた。 

 

 

【第２学年の実践例】 

本単元では，第１学年「資料の整理と活用」で

学習するヒストグラムや度数分布多角形との比
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較を行ったり，５数要約をもとにして箱ひげ図を

作成したりする。特に本単元で学習する箱ひげ図

については，生徒の日常の生活の中で目にするこ

とは非常に少なく，事前のアンケート調査でも，

見たことがある生徒が数名在籍している学級が

１つあるだけで，残りの生徒は，見たことも聞い

たことも無いというのが実態としてあった。その

ため，箱ひげ図を作成したり，四分位範囲を求め

たりすることだけが学習の目標にならないよう

にしなければならないとされている一方で、これ

らを用いて複数のデータのちらばりの様子を比

較したり考察したりするためにも，その特徴や作

成の手順を正しく身に付けさせることは確実に

行う必要があると考え実践に臨んだ。 

 

【第１時 四分位数と四分位範囲】 

本時は四分位数や四分位範囲の求め方につい

て学習をする。第２時の箱ひげ図の作成に際して，

四分位数を正しく求める力は必須となるため，繰

り返し四分位数を求めていく中で，その方法を習

得していく活動を取り入れた。その際，データの

個数が偶数個である場合と奇数個である場合の

求め方の違いも押さえ，どのような資料であって

も，それぞれの値を求めることができるようにし

た。また，本時の学習内容は単元を通して常に触

れられるように掲示しておくことで，毎時間，生

徒が自由に立ち返ることができるようにした。 

 

【第２時 箱ひげ図】 

第１時で求めた四分位範囲を用いて箱ひげ図

を作成していく。書き方の手順については，全体

で確認をしながら丁寧に指導を進めた。また，作

成した箱ひげ図を並べて表示することで，複数の

データの分布の様子を同時に比較できる事に気

付くことができるようにした。さらに，外れ値が

存在するような資料を使い，それらを比較する活

動を仕組んだことで，極端にかけ離れた値が１つ

でもあると，最大値や最小値が大きく変化し，そ

の範囲は影響を受けやすいが，四分位範囲はその

影響をほとんど受けることがないという性質に

も気付かせることができた。 

 

 

 

【第３学年の実践例】 

 先述の通り，第３学年は第１・２学年の既習内

容を活用する場面が多い。そこで，学び直しもで

きるように，各単位の時間で扱う資料についても，

既習内容の確認を丁寧に行うようにした。 

 

【第１時 調査のしかた】 

 本時は，調査のしかたや標本について理解する

単元の導入となる時間である。最初に，データの

活用領域に関わる既習内容について，生徒にこれ

までの学習について振り返る時間を設けた。ヒス

トグラムや最頻値などの数学用語について覚え

ているが，それらの知識や概念がどのような場で

活用できるかは忘れている生徒が多かったので，

これまでの学習の歩みを系統的に振り返るよう
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にした。そして，本単元の学習の見通しについて

も話をし，既習内容を活用して考えていくことの

大切さについて確認した。 

 

【第１時の板書】 

 

【第２時 母集団の平均値の推定】 

 本時は，母集団の平均値を推定するために標本

平均を求めることを学習することをねらいとし

ている。導入時に，ハンドボール投げの記録の資

料を提示した時に，「この資料からどんなことが

読み取れるだろうか？」と問い，既習内容を振り

返る時間を設けた。第１時にも確認をしているの

で，実際に度数分布表を作成したり，範囲や最頻

値などを求めたり，度数分布表を使って仮の平均

値が求められることを確認したりした。 

 これらの既習内容を確認することで，本時学習

する「標本平均」を求めるという新しい知識及び

技能と既習内容を相互に関連付けて，それぞれの

良さを実感することができた。 

 

【第２時の板書】 

 

 生徒に「平均値の求め方は３種類あるけど，ど

れを使っていきたい？」と問うたところ，「全て

の値を合計して個数で割る平均値は電卓があれ

ば一番信頼できる値だけど，いつもそうとは限ら

ないから，度数分布表や乱数表があれば，仮の平

均値や標本平均でも近い値は求められるから，そ

の時の状況に応じて，求め方を使い分ければよい

と思う」という意見が出た。 

 このように，既習事項を振り返り，いろいろな

知識及び技能を整理していくことで，目的に応じ

て資料の傾向を読み取ろうとし，それぞれの知識

及び技能の用途を理解しながら活用することに

つながった。 

 

（３）数学的な見方・考え方を働かせ，数学のよ

さを実感することができる指導の在り方 

 本領域の数学的な見方・考え方は次のように捉

えている。 

資料から度数や代表値などの数や，度数分布

表，ヒストグラム，度数分布多角形などの表や図

に着目して，複数の資料やさまざまな代表値など

のデータを比較して，その中から共通点を見いだ

し，資料の傾向を批判的に考察し判断しようとす

ること 

 上記のような数学的な見方・考え方を働かせる

ためには，生徒同士の学び合いの場を位置付けた

り，生徒が統合的・発展的に考察することができ

るように，教師が必要に応じて問い返したりする

ことが大切であると考え実践してきた。 

 「批判的に考察する」とは，多面的に吟味し，

よりよい解決や結論を見いだすことである。まず

は教師が生徒に対して，共通点や相違点を見いだ

すように声をかけたり，「他の方法や考えはない

だろうか？」「本当に（いつでも）●●と言える

だろうか？」という問いを発したりすることで， 

生徒が批判的に考察していけるように指導・援助

していくことを心がけた。 

 

【第１学年の実践例】 

 第１学年の実践では，自分の考えをワークシー
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トに書き，全体交流で自分の考えと比較しながら

仲間の考えを聞き，多面的に考察することで，批

判的な考察ができると考えた。それぞれの生徒が

根拠となる数値を示し，どうしてこの学級がもっ

とも１０㎝に近いのかと自分の考えを述べるこ

とができていた。また，仲間の考えとつなげて，

同じ考えをもった生徒が，別の根拠を示し発言す

る姿もみられた。 

全体でいろいろな考えを出し合った後に，もう

一度，「１０㎝に一番近いと思われる学級がどこ

なのか」ということを再度個人で追究したところ，

７４％の生徒の考えが変容していた。考えを変え

た生徒の多くは，選んだ根拠を２つ以上挙げてお

り，多面的な見方をして考えたことで，批判的に

考察して結論を出したことが明らかになった。

（資料４参照） 

 

 

ワークシートには，最初の考えと，途中で考え

が変わったときの記入欄と，全体交流を終えて最

終的に自分が考察したことを記入する欄の大き

く３つのセクションを用意した。 

 個人追究や全体交流を通して，自分の考えがど

のように変容したのかを記述や発言の中で表出

する姿があった。下記は，全体交流時の生徒の発

言である。 

 １時間の学習の中で，自分の考えがどのように

変容したのかを発言したり，ワークシートに記入

したりして，学びを振り返ることにつながった。 

 

 

【第２学年の実践例】 

【第４時 箱ひげ図の利用】 

本時までの学習を通して整理してきた資料を

もとに最も記録が出やすい選手は誰かを予想す

る。そのため，誰を選択するにしても，必ずその

根拠を問うことを行っていきたい。どの値に着目

をしたのか，なぜそのような判断ができるのかな

ど，必要に応じて問い返していく事で，複数の集

団データの分布に着目し，その傾向を比較して読

み取る力を養っていくこととした。また，１つの

見方だけで結論付けようとしている生徒には，他

の見方でも同じ結果になるのかを問うことで，批

判的に資料を分析することの大切さに気付くこ

とができるように指導をした。さらに，違う値に

着目をしてデータの分布の傾向を捉えている（可

能であれば比較する値が違うために予想する優

勝者が違う）生徒同士を交流させることで，自身

の見方だけが全てではない事に気付くことがで

きるように活動を位置付けた。（資料５参照） 

そうしていく事で，単元の目標の１つである

「四分位範囲や箱ひげ図を用いて，データの分布

最初は平均値を見ていて一番１０㎝に近い学

級は６組だと思っていました。しかし，仲間の

意見から私は度数分布多角形の９．５ｃｍ～１

０．５ｃｍの階級のところに着目し，Ｂ組の折

れ線が一番高かったので，Ｂ組が一番１０㎝に

近いと考えが変わりました。 
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の傾向を比較して読み取り，批判的に考察し判断

することができる」生徒の育成を目指し，実践を

行った。 

 

 

生徒の振り返りからは，「最初，私はＡさんが

優勝すると考えていたけれど，〇〇さんの四分位

範囲から分析してＤさんが優勝するという意見

もなるほどなと思った。言いたいことは根拠を何

にするかで変わるというところが面白かった」と

あり，資料を多面的に吟味し，よりよい解決や結

論を見いだそうとする生徒の姿が見られた。 

 

 

【第３学年の実践例】 

 批判的に考察するためには，自分の考えをもち，

他者の考えと比較しながら，多面的に考察するこ

とが大事であると考え，個人追究の後に，小集団

での交流を位置付けた。まずは，各自が自分の考

えをレポート用紙またはタブレットを用いて小

集団の仲間に説明をし，その中で疑問に思ったこ

とや自分の考えと異なることについて積極的に

意見を交わすように事前に確認した。 

 

  

令和２年度の実践では，小集団の学習を始める

前に各学級の Teams にデジタルデータを投稿し，

タブレットの画面を見ながら仲間の考えを聞け

るようにした。 

 

 小集団学習でいろいろな意見を出したあとに，

意見を集約する時間を設け，その小集団の中で結

論や考察したことをまとめるようにした。 

 そして，全体追究において，各グループで話し

合われた考察をもとに，発表し合う時間を設けた。

プロジェクターに生徒のワークシートを作成し

たレポートのデータを投影し，根拠をもって説明

することができた。 
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【生徒の考察】 

タブレットを使って，Wordまたは Power Point

でレポートを作成し考察を書き提出をした。 

 

 

 

 

 

５ 成果と課題 

〇自分たちのデータをもとにして資料を作成し，

資料の傾向を読み取ったことで，生徒は興味・

関心をもって学習に取り組むことができた。 

〇既習内容を活用しながら，場面に応じて何を活

用するとよいのか，どのように活用するとよい

のかを考えて学習することができた。 

〇既習内容を確認する掲示物を作成したり，数学

用語の意味をまとめるプリントを提示したり

したことによって，自分の考えを数学用語を使

って表現し説明する生徒が増えた。 

●ＰＰＤＡＣサイクルを意識した授業展開を構

成したが，教師主導になる場面も少なくなかっ

た。生徒自らがＰＰＤＡＣサイクルを意識しな

がら学習を進めていけるような手立てを検討

していきたい。 

●度数分布表を作成したり，代表値を求めたりす

ることは，できるだけＩＣＴを活用して求める

とともに，それらを使って考察し思考したり判

断したりする時間を十分に確保できるように

する。 



〇：ねらい  ◇働かせたい見方・考え方 

□：習得する知識及び技能  「・」：生徒の意識 

 

第１学年 数学科 「資料の整理と活用」 全９時間 単元構想図 

【単元のねらい】 
 目的に応じて資料を収集し，度数分布表やヒストグラムなどに整理し，代表

値や資料の散らばりに着目して，その資料の傾向を読み取り，批判的に考察

して判断することができる。 

【単元で身に付ける資質・能力〈知識及び技能〉〈思考力，判断力，
表現力等〉〈学びに向かう力，人間性等〉 

〈知識及び技能〉 
ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解し，コンピュータなど
の情報手段を用いるなどして資料を表やグラフに整理すること。 
〈思考力，判断力，表現力等> 

目的に応じて資料を収集して分析し，その資料の分布の傾向を読み取
り，批判的に考察すること。 

〈学びに向かう人間性等〉 
日常生活の中にある資料を収集し，目的に応じて適切で能率的かつ合
理的に整理し，資料の傾向を既習内容を活用して読み取ろうとする姿。 

【単元終了後の生徒の意識】 
・小学校で学習したみたいに，グラフとかが出てきたけど，度数分

布表やヒストグラムや度数分布多角形などの資料の傾向を読

み取るためのたくさんの方法が知れて良かった。 

・「１０ｃｍチャレンジ」は実際に自分たちのデータを使って調べる

ことができて面白かったし，他の学級のデータも比較しながら

考えることができて楽しかった。 

・この単元は答えが１つに決まらなくて，いろいろな見方をして仲

間と考えることができたことがこれまでの数学と違って新鮮だっ

た。いろいろなデータが出てきたときに自分で資料の整理と分

析をしてみたい。 

【本単元で重点的に働かせる見方・考え方】 
資料から度数や代表値などの数や，度数分布表，ヒストグラム，度数分布多

角形などの表や図に着目して，複数の資料やさまざまな代表値などのデータ

を比較して，その中から共通点を見いだし，資料の傾向を批判的に考察し判

断しようとすること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単元導入時の生徒の意識】 
・単元名が「資料の整理と活用」とあるけど，小学校の時に「棒グラフ」や「円グラフ」や「帯グ

ラフ」があったけど，似たような学習内容なのかな。 
・体力テストで自分の記録は知っているけど，他の人と比べたり，全体の中で考えたりした
ことはこれまでなかったな。 
・これまでの数や方程式のような計算の数学とはちょっと違う感じがするな。 

【本単元において重点とする既習の知識及び技能】  小学校算数科 Ｄ データの活用 
小３  表と棒グラフ データの分類整理と表・棒グラフの特徴と用い方 

小４  データの分類整理  二つの観点から分類する方法，折れ線グラフの特徴と用い方 

小５  円グラフや帯グラフの特徴と用い方，測定値の平均（意味） 

小６  データの整理と考察 ちらばり(範囲)，度数分布表，柱状グラフ 

単元を貫く課題 

「１０ｃｍチャレンジ」のデータをもとに，資料の傾向を読み取る方法について学び，多面的に考察したり判断したりできるようにしよう 

〇〇〇〇〇 

 

 

 

第５時 累積度数と 
累積相対度数 

○ある階級までの度数や相対度
数の総和を考えることを通し
て，累積度数や累積相対度数
の意味を理解し，2 つの資料
の傾向を比べることができる。 

◇グラフのようすから資料の傾
向をより多面的に捉える見方 

□累積（相対）度数を求める 
□累積（相対）度数を折れ線グラ
フに表す 

・累積（相対）度数は全体に占め
る割合が求めやすい。 

【Ⅰ 知識及び技能を習得する場】 

第１時 近似値 
○具体的な測定結果を
調べることを通して，測
定値には誤差がともな
うことに気付き，真の値
の範囲を表すことがで
きる。 
◇有効数字の桁数が大
きい数は，より細かく
測定されていると捉
える見方 

□真の値の範囲を不等
号を使って表す 

□近似値を整数部分が
１けたの小数と１０の
累乗との積の形で表
す 

・測定値には誤差が出
てくるので，真の値の
範囲を不等号を使って
表したり，有効数字を
用いて表したりする方
法が便利だということ
が分かった。 

第２時 度数分布とヒストグラム 
○１つの資料を調べることを通して，連続量を表すの
に度数分布表が使われていることを理解することが
できる。 
◇資料の値を階級に分けて，度数に表して整理する
見方 

□階級，階級の幅，度数 
□資料を度数分布表やヒストグラムに表す 
・たくさんある値をどうやって分かりやすく整理すれ
ばよいか分からなかったけど，度数分布表で表すこ
とで，各階級の度数の違いから傾向が読み取れた。 

第３時 度数分布多角形 
○２つの資料を調べることを通
して，分布の様子を捉えやすく
するために，度数分布多角形が
使って比較することができる。 
◇資料の傾向をより多面的に捉
えるために，必要に応じて階級
の幅を変えるという考え方 
□度数分布表とヒストグラムか
ら度数分布多角形に表す 
・度数分布多角形はヒストグラ
ムと違って複数の資料の分布
を比べられる。 

第４時 相対度数 
○大きさの異なる２つの資料を調べ
ることを通して，各階級の度数の割
合を使って考えればよいことに気付
き，相対度数を使って資料の傾向を
考察することができる。 
◇各階級の度数が，全体の中のど
のくらいの割合であるかに着目する
見方 
□度数分布表を相対度数に直して
表す 

・資料の個数が大きく異なる時は相
対度数に直して比較すればよい。 

第６時 資料のちらばり 
○平均値の等しい２つの資料を調べるには，範囲が
資料のちらばりを表す１つの値であることを知り，資
料の傾向を考察することができる。 
◇資料のちらばりを捉えるために範囲という値を用
いるという見方 

◇各階級の度数の資料の値を，階級値の値とみな
す見方 
□範囲＝（最大値）－（最小値） 
□階級値と度数を用いて，およその平均値を求める 
・２つの資料の平均値が等しくても，範囲が違うとち
らばり具合が違ってくるから，同じ傾向とは言えな
いことが分かった。 

 

第７時 資料の代表値（１） 
○資料を大きさの順に並べて考え
ることを通して，中央値の意味と求
め方を理解し，代表値の１つとして
資料の傾向を調べるために使うこ
とができる。 
◇平均値と中央値は必ずしも等し
いとは言えないという見方 
□中央値を求める 
・平均値が等しい複数の資料は，
範囲だけでなく中央値を求めて
違いを考察すればよい。 

第８時 
資料の代表値（２） 
○歪んだ分布のある
資料を調べるには，中
央値や最頻値が適し
ていることに気付き，
適切な代表値を用い

て複数の資料の傾向
を説明することができ
る。 
◇目的や資料の分布
の様子から必要に
応じて代表値を選
択する考え方 

□最頻値を求める 

 
・資料の傾向を調べる
には，１つの代表値だ
けで考えるのではな
く，いろいろな代表
値を見て適切に判断
する必要がある。 

第９時 １０ｃｍチャレンジ 
の傾向の分析及び考察 

○４学級の「１０ｃｍチャレンジ」の結果
から１０ｃｍに近い学級を選ぶことを通
して，複数の方法で資料を整理するこ
とのよさに気付き，批判的に考察し判
断することができる。 
◇資料から度数や代表値などの数
や，度数分布表，ヒストグラム，度数分
布多角形などの表や図に着目して，複
数の資料やさまざまな代表値などの
データを比較して，その中から共通点
を見いだし，資料の傾向を批判的に
考察し判断しようとすること 
 
・資料の傾向を調べる中で，どの学級
が１０ｃｍに近いか根拠をもとに意見
をもつことができた。１つの方法で資
料の傾向を判断するのではなく，複
数の方法で資料を整理し，比較し判
断することが大事であることが分か
った。 

【Ⅱ 知識及び技能を活用し，思考力， 

判断力，表現力等をはぐくむ場】 

資料１ー①



小学校算数科 学習指導要領解説 Ｐ３０６～ 中学校数学科 学習指導要領 Ｐ８８～ 

Ｄ（１） データの考察 Ｄ（１） データの分布 

(1) データの収集とその分析に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付

けることができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) 代表値の意味や求め方を理解すること。 

(ｲ) 度数分布を表す表やグラフの特徴及びそれらの用い方を理解すること。 

(ｳ) 目的に応じてデータを収集したり適切な手法を選択したりするなど，統計

的な問題解決の方法を知ること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 目的に応じてデータを集めて分類整理し，データの特徴や傾向に着目し，代

表値などを用いて問題の結論について判断するとともに，その妥当性について批

判的に考察すること。 

(1) データの分布について，数学的活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ｱ) ヒストグラムや相対度数などの必要性と意味を理解すること。 

(ｲ) コンピュータなどの情報手段を用いるなどしてデータを表やグラフに整理する

こと。 

 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

(ｱ) 目的に応じてデータを収集して分析し，そのデータの分布の傾向を読み取

り，批判的に考察し判断すること。 

第６学年では，目的に応じたデータの収集や分類整理，表やグラフ，代表値の適切

な選択など，一連の統計的な問題解決をできるようになることや，結論について批

判的に捉え妥当性について考察することができるようになることがねらいであ

る。その過程を通じて，量的データについて分布の中心や散らばりの様子を考察

することができるようにすることをねらいとしている。 

ここで育てる資質・能力は中学校第１学年での度数分布を表す表やヒストグラムな

どを用いて問題解決する学習の素地となるものである。 

中学校数学科において第１学年では，これらの学習の上に立って，データを収集，

整理する場合には，目的に応じた適切で能率的なデータの集め方や，合理的な

処理の仕方が重要であることを理解できるようにする。さらに，ヒストグラムや相対

度数などについて理解し，それらを用いてデータの傾向を捉え説明することを通

して，データの傾向を読み取り，批判的に考察し判断することができるようにす

る。 

量的データの特徴を読み取る場合，データ全体を表す指標として平均値，中央

値，最頻値などの代表値を用いる場合があり，第６学年では，これらの意味につい

て理解し，これらを用いることができるようにする。平均値は，データの個々の値を

合計し，データの個数で割った値，中央値はデータを大きさの順に並べたときの中

央の値，最頻値はデータの中で最も多く現れている値のことである。一つの数値で

表すことで，データの特徴を簡潔に表すことができ，複数のデータを比較すること

も容易になる。しかしその反面，分布の形などの情報は失われているので代表値の

用い方には留意する必要がある。代表値を用いる場合は，資料の特徴や代表値を

用いる目的を明らかにし，どのような代表値を用いるべきか判断する必要がある。 

量的データの分布の様子や特徴を捉えるための統計的な処理の方法として，度

数分布表や柱状グラフがある。第６学年では，度数分布表と柱状グラフについて指

導する。度数分布表は，分布の様子を数量的に捉えやすくするために，数量を幾つ

かの区間（階級という）に分けて，各区間に，それに入る度数を対応させた表であ

る。柱状グラフについては，各階級の幅を横とし，度数を縦とする長方形をかいた

ものという程度の理解でよい。また，階級の幅を変えて柱状グラフを作り直すなど

して，分布の様子を的確に捉えることは，中学校第１学年で扱うものとする。 

データを整理する方法としては，質的データでは一次元の表や棒グラフ，帯グラ

フなどがあり，量的データではドットプロットや度数分布表，ヒストグラムなどがあ

る。小学校算数科では，第６学年で，ヒストグラムを柱状グラフとして学習しており，

中学校第１学年で，その理解を深めていく。ヒストグラムを用いることで，量的なデ

ータの分布の様子を捉えることができる。データを幾つかの階級に分け，ある階級

に属する度数を明らかにすることで，全体の形，左右の広がりの範囲，山の頂上の

位置，対称性，極端にかけ離れた値（外れ値）の有無など，直観的に捉えやすくな

る。ヒストグラムからデータの分布の傾向を読み取る場合，階級の幅の設定の仕方

に注意する必要がある。 

 同じデータについても階級の幅が異なるとヒストグラムから読み取ることがで

きる傾向が異なる場合がある。したがって，ヒストグラムからデータの傾向を読み取

る場合，その目的に応じてデータの分布の傾向を的確に読み取ることができるよう

に，階級の幅の異なる複数のヒストグラムをつくり検討することが必要である。 
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統計的な問題解決とは，以下に述べる「問題(Problem)－計画(Plan)－データ(Data)－分析(Analysis)－結論(Conclusion)」という五つの段階を経て問題解

決することである。  ※ＰＰＤＡＣサイクルと呼ばれている。 

統計的な問題解決の過程 具体的な学習活動・生徒の学習状況   ※学習指導要領中の説明抜粋 資質・能力 

問題(Problem) ① 身の回りの事象について，興味・関心や問題意識に基づき問題を設定すること   学びに向かう力，人間性等 

計画(Plan) ② 見通しを立て，どのようなデータを，どのように集めるかについて計画を立てること 学びに向かう力，人間性等 

知識及び技能 

データ(Data) ③ データを集めて分類整理すること 知識及び技能 

分析(Analysis) ④ 目的に応じて，観点を決めてグラフや表に表し，特徴や傾向をつかむこと 思考力，表現力，判断力等 

結論(Conclusion) ⑤ 問題に対する結論を得ること 思考力，表現力，判断力等 

 

単元終末に向けての統計的な問題解決の過程（上記文抜粋） 数学科の実践でいうと・・ 

①日常生活を題材とした問題などを取り上げ， 単元の導入  「１０ｃｍチャレンジ」という題材の提示 

②それを解決するために計画を立て， 単元の導入 

どのような学習を行うのか，どのような解決方法があるのか知識及び技能を習得する 

③必要なデータを収集し， 「１０ｃｍチャレンジ」のデータを収集する（１年６組以外の学級のデータも扱う） 

④コンピュータなどを利用してヒストグラムなどを作成したり

相対度数などを求めたりして 

第１０時（前時） 

自分たちの学級のデータを使って，度数分布表，ヒストグラム，代表値を求める。 

⑤データの傾向を捉え，その結果を基に批判的に考察し判断する 第１１時（本時） これまでの学習を活用して，批判的に考察し判断している結論を導く 
 

妥当性について批判的に考察するとは，自分たちが出した結論や問題解決の

過程が妥当なものであるかどうかを 

・別の観点や立場から検討してみることや， 

・第三者によって提示された統計的な結論が信頼できるだけの根拠を伴った

ものであるかどうか 

を検討することである。 

 

批判的に考察することとは，物事を単に否定することではなく，多面的に吟

味し，よりよい解決や結論を見いだすことである。具体的には，データに基

づいて問題を解決する過程において， 

・データの収集の仕方は適切か，どの代表値が根拠としてふさわしいか， 

・分布の形に着目しているか， 

・傾向を読み取りやすいグラフで表せているか， 

・グラフの目盛りなどを加工して過度に誇張していないか， 

・分析した結果から得られる結論が妥当か 

などについて検討することである。 
統計的な問題解決の対象は不確定な事象であることから，確定的な結論は

得られないため，得られた結論についてや，問題解決の方法の各段階が適切

な選択に基づいたものであったかについて，振り返って考え直す態度を養う

ことにも留意する。データに基づく主張を提示された際に，それを鵜呑みに

することなく，信頼できるデータに基づく妥当な判断に基づくものであるか

どうかを批判的に考察することが重要である。 

目的に応じてデータを収集し，ヒストグラムや相対度数などを用いて，そ

のデータの分布の傾向を読み取り，批判的に考察し判断することができるよ

うにする。指導に当たっては，日常生活を題材とした問題などを取り上げ，

それを解決するために計画を立て，必要なデータを収集し，コンピュータな

どを利用してヒストグラムなどを作成したり相対度数などを求めたりしてデ

ータの傾向を捉え，その結果を基に批判的に考察し判断するという一連の活

動を経験できるようにすることが重要である。 
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この資料の番号と出席番号は無関係です。乱数メーカーでランダムに並べ替えてあります。

校区 地区名 登校時間 出発時間 到着時間 身長

4 1 松枝 南栄町 15 7:40 7:55 158.4

4 2 笠松 西町 15 7:45 8:00 170.3

4 3 下羽栗 米野 28 7:25 7:53 160.1

4 4 松枝 田代 17 7:52 8:09 174.2

4 5 松枝 北及 30 7:30 8:00 160.9

4 6 松枝 長池 10 7:50 8:05 161.0

4 7 松枝 長池 16 7:45 8:01 162.6

4 8 下羽栗 円城寺 20 7:35 7:55 164.5

4 9 下羽栗 円城寺 16 7:52 8:08 166.2

4 10 松枝 長池 19 7:36 7:55 159.7

4 11 下羽栗 無動寺 16 7:49 8:09 161.2

4 12 松枝 門間 17 7:37 7:54 170.8

4 13 下羽栗 無動寺 13 7:50 8:03 163.5

4 14 松枝 田代 18 7:46 8:04 146.2

4 15 下羽栗 米野 27 7:36 8:03 150.8

4 16 松枝 長池 13 7:51 8:06 161.8

4 17 松枝 長池 13 7:33 7:46 165.1

4 18 下羽栗 中野 23 7:45 8:08 171.0

4 19 松枝 田代 15 7:45 8:00 160.2

4 20 下羽栗 円城寺 20 7:30 7:50 173.0

4 21 松枝 北及 18 7:46 8:04 158.5

4 22 松枝 長池 10 7:50 8:00 170.0

4 23 松枝 中門間 13 7:50 8:05 175.2

4 24 松枝 田代 18 7:50 8:08 167.9

4 25 松枝 田代 23 7:35 7:58 155.9

4 26 松枝 田代 10 7:50 8:00 177.5

4 27 松枝 北及 16 7:45 8:01 170.5

4 28 笠松 柳原町 25 7:35 8:00 153.3

4 29 松枝 門間 23 7:30 7:53 153.2

4 30 笠松 桜町 5 8:00 8:05 160.0

1 笠松 3人 17.4 分 163.5
2 松枝 19人
3 下羽栗 8人

標本調査　　　資料一覧　　３年４組ver

４組
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第１学年　資料の整理と活用　数学用語

時間 数学用語 意味 備考
1 近似値 真の値に近い値
1 誤差 近似値と真の値との差

1 有効数字 信頼できる数字 整数部分が１けたの小数と１０の累乗との積で表す場合に，有効数字が
はっきりする。

2 階級 各区間 以上，未満で階級を設定する。
2 度数 各階級に入る記録の数

2 度数分布表 度数の分布のようすを整理した表 それぞれの階級にどれだけ資料が集まっているかわかる。一つ一つの資
料の値が分からなくなる。

3 ヒストグラム

度数分布表をもとにかいた柱状グラフ 一目で資料の傾向やちらばりがわかる。（山の頂上の位置，対称性等）
複数の資料の傾向を読み取るときは，重ね比較することが困難である。
階級の幅を適切に設定しないと，資料の傾向が読み取ることが難しい場
合がある。

3 度数分布多角形
ヒストグラムの各長方形の上の辺の中点を順に結んだ
折れ線グラフ

複数の資料の分布と比べるときのに適している。

4 相対度数
全体の度数の合計に対する各階級の度数の割合を表す
値

２つの資料の数のちがいが大きいときに相対度数を求めるとよい。（大き
い，小さい）
割合で表記するため，資料の具体的な数値は反映されない。

4 相対度数のグラフ 各階級の相対度数の分布を表したグラフ
２つの資料の数のちがいが大きいとき，相対度数を求め，グラフに表すと
比較しやすい。

5 累積度数 最小の階級から各階級までの度数の総和 その階級までにどれだけの割合の資料があるのか分かる。

5 累積相対度数 相対度数の最小の階級から各階級までの相対度数の総
和

累積相対度数をグラフに表すと，ある階級までの相対度数が増えていく
ようすがわかる。

6 範囲
資料の最大の値と最小の値との差 平均値が等しいときに，資料のちらばりを比較するときに有効である。範

囲は極端にかけ離れた値が一つでもあるときは，その影響を受けるので
注意する必要がある。

7 階級値 階級の中央の値 およそを平均値を求めることに用いる。

7 代表値
資料全体の代表する数値 一つの数値で表すことで，データの特徴を簡潔に表すおことができ，複数

の集団のデータを比較することが容易になる。
分布の形や極端にかけ離れた値の有無などの情報は失われてしまう。

7 平均値
資料の個々の値を合計し，資料の個数で割った数値 小学校算数科で学習済

極端に離れた値があると，中央値に比べてその値に強く影響を受ける。

7 中央値
数値で表された資料を大きさの順に並べたときの中央
にある数値

資料が数値で与えられていないと求めることができない。平均値と等しく
なるとは限らない。

8 最頻値
度数分布表，またはヒストグラムや度数分布多角形で最
大の度数をもつ階級値

資料の個数が大きい必要がある。
連続的なデータを取り扱う場合，同じ値を取る測定値は，あまり見られな
いため，最頻値が有効でないことがある。

生徒と教師が正しい数学用語を使えるようにするために作成した。
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数学科学習指導案 
      

１  単元名  「資料の整理と活用」 
 

２ 単元について 
 本単元では，目的に応じて資料を収集し，度数分布表やヒストグラムなどに整理し，代表値やちらばりなどに着目して，資

料の傾向を捉え説明することを通して，資料の傾向を読み取り，批判的に考察して判断することができる力を身に付けていく
ことを大切にしている。 
本単元で大切にしたい数学的な見方・考え方は，「資料から度数や代表値などの数や，度数分布表，ヒストグラム，度数分布

多角形などの表や図に着目して，複数の資料や代表値などのデータを比較して，資料の傾向を批判的に考察し判断しようとす
ること」であり，この数学的な見方・考え方を働かせることで，思考力，判断力，表現力等を育成することができると考える。 
本単元を通して，「１０㎝チャレンジ」という題材で，生徒自身のデータを扱いながら，知識及び技能を習得することができる

ようにカリキュラム・マネジメントをしながら学習を進めている。本時は，「１０㎝チャレンジ」の結果を，これまでに学習してきた
度数分布表やヒストグラムなどに整理した資料から，「どのクラスの結果が一番１０㎝に近いと言えるのか」について，これまで
学習したことを活用しながら，考察したり判断したりする本単元の集大成となる位置付けである。判断の材料として，平均値，
中央値，最頻値などの「代表値」や，度数分布表やヒストグラムなどの表や図に着目し，根拠をもとに説明できるようにしていく。
その後，同じクラスを選んだ生徒同士の小集団交流の場を位置付けて，判断基準について，生徒同士が互いの考えを聞き合う
過程で自分との意見の共通点や相違点を見つけ，深い学びにつなげていく。また，違うクラスを選んだ生徒同士の交流から，
他者の考えと比較しながら，批判的に考察する力を身に付けることができるようにしたいと考えている。 

 
３ 本単元で育みたい資質・能力  

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

（ア）ヒストグラムや相対度数などの必
要性と意味を理解すること。 

（イ）コンピューターなどの情報手段を
用いるなどしてデータを表やグラ
フに整理すること。 

（ア）目的に応じてデータを収集して分析
し，そのデータの分布の傾向を読み
取り，批判的に考察し判断すること。 

批判的に考察する…物事を単に否定するのではなく，

多面的に吟味し，よりよい解決や結論を見いだすこと 

・日常生活の中にある資料を収集し，目
的に応じて適切で能率的かつ合理的
に整理し，既習内容を活用して資料
の傾向を読み取ろうとする姿 

数学科の見方・考え方   

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，目的に応じて数，式，図，表，グラフ等を活用しつつ，論理的に考え，
問題解決の過程を振り返るなどして既習の知識及び技能を関連付けなから，論理的，統合的・発展的に考えること 

本単元で重点的に働かせる見方・考え方 

数学的な見方…資料から度数や代表値などの数や，度数分布表，ヒストグラム，度数分布多角形などの表や図に着目し， 
数学的な考え方…複数の資料やさまざまな代表値などのデータを比較して，その中から共通点を見いだし，資料の傾向を批判

的に考察し判断すること 

 

４ 研究主題に関わって  
視点Ｂ 見方・考え方を働かせて学びを深める指導方法の工夫 
（１）必然性のある「学び合い」の設定 

学習指導要領の「思考力，判断力，表現力等」を育成するために示された「目的に応じてデータを収集して分析し，そのデータの分布の傾向

を読み取り，批判的に考察し，判断すること」をねらいとし本単元の学習内容を構成した。学習指導要領において，批判的に考察することとは，

「物事を単に否定することではなく，多面的に吟味し，よりよい解決や結論を見いだすことである。」とあり，それをもとに「10 ㎝チャレンジの

データをもとに，資料の傾向を読み取る方法について学び，多面的に考察したり判断したりできるようにしよう」を本単元を貫く課題とした。本

単元では，第一学年の生徒から収集した「10 ㎝チャレンジ」の結果をもとに，資料の読み取り方や活用方法について学び，本時に多角的な考

察ができるように，学びを重ねることができる構成となっている。本時では 8 時間目までに学習した複数の資料の整理・分析方法を用いて，

自学習と他学級の資料を整理した資料を比べ，傾向を読み取る。生徒一人一人が資料の整理・分析方法を根拠として批判的に考察し判断す

ることで必然性のある「学び合い」を生み出すことができると考える。 

 

（２）見方・考え方を働かせて，深い学びに向かうための指導・援助の工夫 

 本時では生徒が深い学びに向かうことができるよう，「抽象から脱却させる問い」「自他の差異を認識させる問い」「同一性を高める問い」

「自他の変容を実感させる問い」という４つの問いを位置付けている。例えば「なぜ，そのように考えたのか」と抽象から脱却させる問いを行

い，考えの根拠を明確にした意見が言えるようにする。これらを組み合わせ，生徒同士が数学的な見方・考え方を働かせて学びを深め，複数

の方法で整理した資料から自分の意見をもち批判的に考察し，判断することができるように指導・援助する。 

また，数学科ならではの言葉を使い，複数の方法で資料を分析できていない生徒の意見に対して，「本当に度数分布多角形だけで，判断し

てよいのだろうか。」という自他の差異を認識させる問いを行ったり，より確かな考えに発展できる生徒の意見に対して，「相対度数のグラフ

からほかにどんな特徴がいえそうかな。」という同一性を高める問いを行ったりすることで，生徒同士が数学的な表現を使って意見を交流し，

深い学びに向かえるように指導・援助する。 

  

日 時  ９月２５日（金）第５校時 

場 所   南舎４階 １年６組教室 

授業者  武山 敦詞 
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５ 本時のねらい 
 ４学級の「１０ｃｍチャレンジ」の結果から１０ｃｍに近い学級を選ぶことを通して，複数の方法で資料を分析すること

のよさに気付き，批判的に考察し結論を見いだすことができる。 
 

６ 本時の展開（９／９） 

過程 学 習 活 動 指導・援助 
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振
り
返
る 

①問題解決の見通しをもち，課題を設定する。  
 

 

 

・４学級の資料を代表値（平均値，中央値，最頻値），ヒストグラム，度数分布多角形，相

対度数，累積相対度数などで比べることで，結論が出せそうだ。 

 
 

 

②個人追究 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③全体交流で批判的に考察する。 

・平均値でみるとたしかに A 組が一番 10cm に近いといえそうだが，A 組のヒストグラ

ムをみると平均値に近い値の人が少なく，平均値から離れた人が多いから，この判断

は適切といえるのか。（A組 平均値→ヒストグラム） 

・平均値でみるとたしかに A 組が一番 10cm に近いといえそうだが，A 組の最頻値は

7cm なので，実際には平均値とかけ離れた人が多いとわかるから，平均値を A 組の

代表値とするのはふさわしくないと思う。（A組 平均値→最頻値） 

・9.5cm以上 10.5cm未満の階級の相対度数をみるとたしかに B組が一番 10cmに

近い人が多いといえそうだが， その階級の前後の階級の相対度数が小さいので

10cmに近くない人も多いといえそうだ。（B組 相対度数→前後の階級の相対度数） 

・相対度数のグラフでみるとたしかに C組が一番 10cm に近いといえそうだが，平均値

が４学級中一番 10cmから遠いので，この判断は適切といえるのか。 

（C組 相対度数→平均値） 

・６組の8.5cm以上 11.5cm未満の階級の相対度数は0.56だから多くの人が 10cm

に近い結果といえそうだが，C組の 8.5cm以上 11.5cm未満の階級の相対度数が

0.80なので，６組の結果がよいとはいえない。(6組 相対度数→相対度数) 

④結論を見いだす。 

 

 

 

 

⑤本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

・６組と他学級の結果を整理
した資料を提示し，問題を
確認し，既習内容を示した
学習プレートを用いて，問
題解決の見通しをもつこと
ができるようにする。 

 

抽象からの脱却をさせる問い 
・全体交流時に「それはどう

いうことだろう」と問い，数

学的な言葉を使って根拠と

なる説明をさせる。 

・全体交流時に根拠をもとに

説明をしている生徒の姿を

周りの生徒へ広める。 
 

同一性の高める問い 
・全体交流時に「○○からほ
かにどんな特徴がいえそう
かな。」と問い，その考えを
より確かな意見とする。 

 
自他の差異を認識させる問い 

・個人追究時に「ほかの考え

の人はどのように考えたの

だろう。」と問い，自他の差

異を意識させ，批判的に考

察できるように促す。 

・全体交流時に「本当に〇〇

だけで判断していいのだろ

うか。」と問い，自他の差異

を確認させ，批判的に考察

できるように促す。 
 

 

 

自己の変容を実感させる問い 
・「今日の最初の意見とどう
変わったかな。」「それはど
うして変わったのかな。」と
問い，個の振り返りを広
め，複数の方法で資料を
整理することのよさを実感
する。 

 

 

【課題】  10㎝に 1番近い学級はどこか，根拠をもって判断しよう。 

最初は平均値だけをみて，A 組が一番 10cm に近いと考えていた。しかし，仲間

の意見から，平均値だけで判断するのではなく，相対度数で比べるべきだと気づき，

C組が一番 10cmに近いと感じた。今日の学習を通して，資料を比べるとき，代表値

だけで判断せず，全体の分布のようすを調べて複数の方法で比べることが大切であ

るとわかった。 

【評価規準】 
＜思考・判断・表現＞ 

資料を複数の方法で整

理し，批判的に考察し，結

論を見いだすことができ

る。 

問題 

６組，A組，B組，C組のなかで，どの学級の結果が 1番 10㎝に近いといえるだろうか。 

例：平均値でみると C 組が 10cm からどの学級よりも離れているが，相対度数

でみると，8.5cm以上 11．５cm未満の階級で一番相対度数が大きいのがC組

である。だから，C組が一番 10cmに近いと考える。 

<A組> 
・４学級の平均値をみると A 組が 9.58
㎝だからA組が一番 10㎝に近いと考
えた。 

<B組> 
・４学級の相対度数のグラフをみると，
9.5cm 以上 10.5cm 未満の階級の
相対度数が一番大きい学級は B 組
だから，B組が一番 10㎝近いと考え
た。 

<C組> 
・４学級の相対度数のグラフをみると，
8.5cm 以上 11.5cm 未満の階級に
多く人がいることがわかる。さらに，範
囲がどのクラスよりも小さいから，C
組が一番 10cmに近いと考えた。 

＜6組＞ 
・４学級の平均値でみると，A 組が
9.58cm，６組は９.５６ｃｍと２クラスに
あまり差がない。６組とA組のヒストグ
ラムや相対度数のグラフを比べると，A
組より山の頂上の位置が平均値に近
いから，６組が 10cmに近いと考えた。 
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羽島郡教科等研究会 算数・数学科部会 

 
数学科学習指導案 

 

場 所：岐南町立岐南中学校 

                                   １年１組教室（南舎４階） 

学 級：１年１組（32名） 

授業者：小椋 基生 

 

１ 単元名  データの分布 

 

２ 指導の立場 

現代社会はビッグデータ※1 時代の到来と呼ばれ

ているように，テクノロジーの成長やインターネ

ットの急激な普及によって，情報が溢れている状

況で生活することが，当たり前の時代となってき

ている。一方で，そこにある情報が信頼のおける

情報なのか，確かな情報であるのかを判断する力

が無ければ，その情報に振り回される結果となっ

てしまう。そのため，必要なデータを収集・分析

し，その傾向を踏まえて課題解決を行ったり，意

思決定を行ったりすることは，現代社会を生きて

いくために必要な力であると考えられる。それは，

中学生であっても軽視することはできない。先日

行った，アンケート調査によると，約４割の生徒

が自分自身のスマートフォンを所持し，９割以上

の生徒が家庭に自分自身が自由にインターネット

にアクセスできる環境が整っていると答えた。そ

う言った面から考えても，本単元がもつ意味は非

常に大きいものと考えられる。 

 データ活用指導の意義の 1 つとして，中学校学

習指導要領（平成 29年度告示）解説数学編では「傾

向を読み取り，批判的に考察し，問題解決に取り

組むこと」と記されている。さらに，資質・能力

として，主にア，イの育成を目指して指導が行わ

れるものとしている。 

ア データの分布や母集団の傾向に着目して，そ

の傾向を読み取り批判的に考察※2 し判断する

こと 

イ 不確定な事象の起こりやすさについて考察し

表現すること 

 以上を踏まえ，統計的な手法を用いてデータの

傾向を捉え説明することを重視して学習を進めて

いく事とし，箱ひげ図を作成することや四分位範

囲を求めることだけが学習の目標にならないよう

にしていく必要があると考える。そのため，単元

を通して，箱ひげ図だけではなくヒストグラムや

度数分布多角形などを組み合わせ，多面的に資料

の傾向を捉えられるようにしていく。ただ一つ正

しい結論が導かれるだけではない面白さを味あわ

せていきたい。 

また，本単元は，これまで高校数学Ⅰで扱われ

ていた分野であり，本来であれば 2020年度より第

2 学年で学習することとなっている。しかしなが

ら，資料のちらばりやヒストグラムなどの観点か

ら考えると，第 1 学年「資料の整理と活用」との

関わりが非常に深い。そこで，今回は資料の整理

の学習後に「データの分布」を行うことで，学習

の中心となる箱ひげ図の良さや有用性に気付くこ

とができるようにしていきたい。 

 

※1 ビックデータ 

様々な形をした、様々な性格を持った、様々な種類の

データのことであり，Volume：データの量，Variety：

データの種類，Velocity：データの発生・更新頻度の

３要素からなる 

※2批判的に考察 

自他の問題解決の過程を振り返ったり，社会における

標本調査の方法などを多面的に吟味したりすること
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３ 研究との関わり 

（１）研究主題 

 

（２）研究内容 

本単元では，第１学年「資料の整理と活用」で

学習するヒストグラムや度数分布多角形との比較

を行ったり，５数要約もとにして箱ひげ図を作成

したりする。特に本単元で学習する箱ひげ図につ

いては，生徒の日常の生活の中で目にすることは

非常に少なく，事前の調査でも，見たことがある

生徒が数名在籍している学級が１つあるだけで，

残りの生徒は，見たことも聞いたことも無いとい

うのが実態としてあった。そのため，箱ひげ図を

作成したり，四分位範囲を求めたりすることだけ

が学習の目標にならないようにしなければならな

いとされている一方で、これらを用いて複数のデ

ータのちらばりの様子を比較したり考察したりす

るためにも，その特徴や作成の手順を正しく身に

付けさせていきたい。特に第１時，第２時におい

ては，その役割は大きいと考える。第１時では四

分位数や四分位範囲の求め方について学習をする。

第 2 時の箱ひげ図の作成に際して，四分位数を正

しく求めることは必須となる。１つだけではなく，

繰り返し四分位数を求めていく中で，その方法を

習得していく活動を取り入れる。その際，データ

の個数が偶数個である場合と奇数個である場合の

求め方の違いも押さえていくことで，どのような

資料であっても，求めることができるようにして

いきたい。第２時では，第１時で求めた四分位範

囲を用いて箱ひげ図を作成していく。書き方の手

順については，全体で確認をしながら丁寧に指導

を進めていきたい。また，作成した箱ひげ図を並

べて表示することで，複数のデータの分布の様子

を同時に比較できる事に気付くことができるよう

にする。また，外れ値が存在するような資料を与

え，それらを比較する活動を仕組むことで，極端

にかけ離れた値が１つでもあると，最大値や最小

値が大きく変化し，その範囲は影響を受けやすい

が，四分位範囲はその影響をほとんど受けること

がないという性質にも気付かせていきたい。 

 

研究内容２ 数学的な見方や考え方を活用するこ

とのよさを実感させる指導の在り方 

 本時の学習は，単元を通して扱ってきた，スリ

ッパ飛ばしの記録から，資料の傾向を読み取る活

動を行う。本時までの学習を通して整理してきた

資料をもとに最も記録が出やすい選手は誰かを予

想する。そのため，誰を選択するにしても，必ず

その根拠を問うことを行っていきたい。どの値に

着目をしたのか，なぜそのような判断ができるの

かなど，必要に応じて問い返していく事で，複数

の集団データの分布に着目し，その傾向を比較し

て読み取る力を養っていく。また，1 つの見方だ

けで結論付けようとしている生徒には，他の見方

でも同じ結果になるのかを問うことで，批判的に

資料を分析することの大切さに気付くことができ

るようにする。さらに，違う値に着目をしてデー

タの分布の傾向を捉えている生徒（可能であれば

比較する値が違うために予想する優勝者が違う生

徒）と交流させることで，自身の見方だけではな

い事に気付くことができるようにする。そうして

いく事で，単元の目標の 1 つである「四分位範囲

や箱ひげ図を用いて，データの分布の傾向を比較

して読み取り，批判的に考察し判断することがで

きる」生徒の育成を目指したい。 

 

４ 単元構造図 

   次ページ参照 

 

 

 

深い学びを具現する数学教育の創造 

研究内容１ 基礎的・基本的な知識・技能の確実

な定着を図る指導の在り方 
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データの分布 箱ひげ図 （全４時間）数学科単元構造図 
単元の目標 データの分布について，数学的活動を通して，四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味を理解し，四分位範囲を求めたり，箱ひげ図に表したりすること

ができる。また，四分位範囲や箱ひげ図を用いて，データの分布の傾向を比較して読み取り，批判的に考察し判断することができる。 
観点別評価 （○ねらい □評価規準） 

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

・四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味を理解

することができている。 

・コンピュータなどの情報手段を用いるなどし

てデータを整理し箱ひげ図で表すことができ

ている。 

・四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分

布の傾向を比較して読み取り，批判的に考

察し判断することができる。 

・四分位範囲や箱ひげ図のよさを実感して粘り強く

考え，四分位範囲や箱ひげ図を生活や学習に生か

そうとしたり，問題解決の過程を振り返って評

価・改善しようとしたり，多様な考え方を認め，

よりよく問題解決しようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本単元に主に関わる主な既習事項 
度数分布表，ヒストグラム，度数分布多角形，相対度数，資料のちらばり，範囲，代表値（中央値，最小値，最大値，最頻値） など 

第３時 
 【思考力，判断力，表現力等】 
〇箱ひげ図で表すと同じような傾向になる資
料を，ヒストグラムを用いて調べる活動を
通して，必要に応じて２つの図を組み合わ
せるとよいことに気付き，その様子を批判
的に考察することができる。 

□箱ひげ図とヒストグラムを組み合わせた図
をもとに，データの分布のようすを批判的
に考察することができる。 

（第１時 四分位数と四分位範囲） 
四分位数と四分位範囲【学びに向かう力，人間性等】 
□複数のデータのちらばりのようすに関心をもち，四
分位数や四分位範囲を求めて散らばりの様子を説
明しようとしている。 

第 1時 四分位数と四分位範囲 
四分位数と四分位範囲【知識及び理解】 
〇複数の資料を比較する活動を通して，デ
ータのちらばりのようすを比較するに
は四分位範囲が有用であることを理解
することができる。 

□複数のデータのちらばりのようすを比
べるのに，四分位範囲が有用であること
を理解している。 

第２時 
【知識及び技能】 
〇与えられた資料から，最小値，最大値，
四分位数や四分位範囲を求め，それらの
値をもとにして箱ひげ図に表すことが
できる。 

□データの分布のようすを，箱ひげ図に表
すことができる。 

第４時（本時） 
 【思考力，判断力，表現力等】 
〇与えられた資料をもとに，四分位数や四分
位範囲を求めたり，箱ひげ図を作成したり
する中で，自分の主張に根拠をもたせるこ
とができるように，考察することができる。 

□１つのデータが他のデータと比べてどのよ
うな傾向があるかについて，四分位数や四
分位範囲，箱ひげ図などを用いて考察する
ことができる。 

単
元
を
貫
く
課
題 

箱
ひ
げ
図
を
用
い
て
デ
ー
タ
の
分
布
の
傾
向
を
比
較
し
て

読
み
取
り
，
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判
的
に
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察
し
判
断
し
よ
う 

資料５ー③



５ 本時のねらい 与えられた資料をもとに，四分位数や四分位範囲を求めたり，箱ひげ図を作成した

りする中で，自分の主張に根拠をもたせることができるように，資料の傾向を考察

することができる。【思考力，判断力，表現力等】 

 

６ 本時の展開（４／４） 

 

過程 ○主な学習活動・予想される生徒の反応 指導・援助 

導入 

 

 

 

 

 

 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終末 

１ 問題場面の確認 

次の資料は１年１組で行った，スリッパ飛ばしの記録一覧であ

る。この一覧をもとにして，第２回大会を開催した場合，優勝

する選手を予測しなさい。ただし，必ず理由を述べること。 

・５人の選手を同時に比較するには度数分布多角形では難しいの

ではないか。 

・これまでに作成した箱ひげ図を使えば，複数のデータの分布を

比較することができるのではないか。 

２ 課題提示 

資料の傾向を，根拠をもとに説明できるようにしよう 

３ 課題追究→交流 

○選手D,Eについて 

5数要約を求め， 

箱ひげ図を作成す 

る。 

○作成した箱ひげ図  

をもとに，データ 

の分布の傾向を比 

較して読み取り， 

自分の考えをまと 

める。 

・D選手が優勝する。 

第 3四分位数を比 

較するとD選手の 

記録が最も良い。 

・Dと言う考え方も 

できるけれど，D

選手は最小値は一番低いし，箱（四分位範囲）が広いので記録

は安定していない。そう考えると，A選手が優勝するのではな

いか。 

・B選手が優勝する。最小値が最も高く，箱が狭いので安定して

いる。また第 2四分位数も全体の中では一番高いから。 

４ まとめ 

資料の傾向を読み取るには，何か１つの値だけ比較するだけで

は，本当に資料の傾向を読み取ることができているとは言えな

い。何を根拠にするのかを明確にして，様々な視点から資料を

分析する必要がある。 

５ 練習問題・評価問題 

・身近な事象から本時扱う資料
を作成することで，資料を分
析したりデータの分布の傾向
をつかんだりすることの有用
性を実感できるようにする。 

・選手 A,B,C については前時ま
での活動の中で５数要約を求
め，箱ひげ図を作成している
ため，それらをもとに D,E 選
手の５数要約を求め箱ひげ図
を作成する中で，生徒の実態
を見届ける。 

・何が根拠になるのか，見当を
つける事ができない生徒に
は、既習内容の中から，本時
に関わる四分位数や四分位範
囲等について，あらかじめ板
書・掲示しておくことで，そ
れらを追究の足場として活動
に取り組むことができるよう
にする。 

・1 つの見方だけで結論付けよ
うとしている生徒には，他の
見方でも同じ結果になるのか
を問うことで，批判的に資料
を分析することの大切さに気
付くことができるようにす
る。さらに，違う値に着目を
してデータの分布の傾向を捉
えている生徒と交流させるこ
とで，自身の見方だけではな
い事に気付くことができるよ
うにする。 

 
【評価規準】 
１つのデータが他のデータ
と比べてどのような傾向が
あるかについて，四分位数や
四分位範囲，箱ひげ図などを
用いて考察することができ
る。 

 
・全体のまとめは掲示せず，各
自に本時のまとめを書かせ交
流することで，本時の学びを
生徒自身が感じることができ
るようにする。書けなかった
生徒には，他生徒の振り返り
を共有することで，学習のま
とめを書くことができるよう
にする。 

資料５ー④


